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就
業
形
態
の
多
様
化
の
中
で
の
日
本
人
の
働
き
方
 

　
　
　
　
―
日
本
人
の
働
き
方
調
査
結
果
を
中
心
に
・
現
状
と
求
め
ら
れ
る
対
応
―
 

情
報
解
析
部
情
報
管
理
課
長
　
松
淵
厚
樹
 

　
我
が
国
で
は
、
正
社
員
比
率
が
低
下
す
る

一
方
で
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、
契
約
社

員
、
派
遣
社
員
、
嘱
託
社
員
、
臨
時
的
雇
用

者
な
ど
の
非
正
社
員
の
比
率
が
高
ま
っ
て
い

る
な
ど
就
業
形
態
の
多
様
化
が
進
展
し
つ
つ

あ
る（
図
表
１
）。
さ
ら
に
、
我
が
国
の
人
口

が
減
少
に
転
じ
た
中
で
、
多
様
な
働
き
方
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
就
業
人
口
を
増
や
し
、

将
来
の
労
働
力
の
不
足
を
緩
和
す
る
な
ど
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
中
で
、
当
機
構
に
お
い
て

は
、
多
様
な
就
業
形
態
に
お
け
る
働
き

方
に
関
す
る
意
識
を
把
握
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
二
〇
〇
五
年
度
に
「
日

本
人
の
働
き
方
調
査
」
を
実
施
し
た
。
な
お
、

本
調
査
は
三
年
に
一
回
程
度
の
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
で
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
、
今
回
は

そ
の
初
回
調
査
で
あ
る
。 

　
本
稿
で
は
、
人
々
が
働
く
上
で
感
じ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、
同
調
査
（
定
例
調
査
部

分
）
の
結
果
を
中
心
に
、
そ
の
他
の
調
査
研

究
等
も
併
せ
て
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。 

 

  

一
　
日
本
人

の
働
き
方 

　
　
　
調
査
の
概
要 

―
正
社
員
と
非
正
社
員
の
比
較
で
見
る
と
、

仕
事
全
体
へ
の
満
足
度
は
非
正
社
員
の
方
が

高
い
― 

 

本
調
査
（
１
）で
は
、
「
ふ
だ
ん
仕
事
を
し

て
い
る
人
」（
２
）、「
ふ
だ
ん
仕
事
を
し
て
い

な
い
人
」
に
分
け
て
調
査
を
行
っ
た
。
「
ふ

だ
ん
仕
事
を
し
て
い
る
人
」
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
働
き
方
の
現
状
、
今
後
の
働
き
方
に

関
す
る
希
望
、
仕
事
へ
の
不
安
や
悩
み
、
仕

事
に
役
立
つ
能
力
や
知
識
の
向
上
に
関
す
る

事
項
等
に
つ
い
て
、
「
ふ
だ
ん
仕
事
を
し
て

い
な
い
人
」
に
つ
い
て
は
、
就
業
に
関
す
る

希
望
、
仕
事
に
役
立
つ
能
力
や
知
識
の
向
上

に
関
す
る
事
項
等
に
つ
い
て
把
握
を
行
っ
た
。 

　
ふ
だ
ん
仕
事
を
し
て
い
る
人
に
つ
い
て
、
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こ
こ
で
把
握
さ
れ
た
事
項
の
概
要
を
紹
介
す

る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る（
図
表
２
、３
、

４
、５
、６
、７
、８
参
照
）。 

　
正
社
員
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て

正
社
員
と
い
う
働
き
方
を
続
け
た
い
と
希
望

す
る
者
が
約
七
割
と
な
っ
て
い
る
。
雇
用
・

就
業
の
安
定
性
及
び
収
入
の
安
定
性
に
つ
い

て
満
足
し
て
い
る
者
は
過
半
数
で
あ
り
、
非

正
社
員
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、

仕
事
全
体
に
対
す
る
満
足
度
を
み
る
と
、
満

足
と
す
る
者
は
約
四
割
と
非
正
社
員
よ
り
も

低
く
な
っ
て
い
る
。
仕
事
内
容
に
つ
い
て
満

足
と
す
る
者
は
約
四
割
、
労
働
時
間
に
つ
い

て
満
足
と
す
る
者
は
四
割
弱
と
、
非
正
社
員

よ
り
低
い
。
特
に
、
正
社
員
の
約
半
数
は
労

働
時
間
を
短
く
し
た
い
と
し
て
お
り
、
仕
事

上
の
不
安
や
悩
み
、
ス
ト
レ
ス
を
約
八
割
が

感
じ
て
い
る
。 

　
非
正
社
員
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
っ

て
現
在
と
同
様
の
雇
用
形
態
で
働
き
続
け
た

い
と
希
望
す
る
者
は
全
体
で
は
五
割
強
と
な

っ
て
い
る
が
、
派
遣
社
員
及
び
ア
ル
バ
イ
ト

で
は
、
他
の
働
き
方
に
変
わ
り
た
い
と
す
る

者
が
三
割
程
度
で
相
対
的
に
高
く
な
っ
て
お

り
、
そ
の
変
わ
り
た
い
働
き
方
の
八
〜
九
割

程
度
を
正
規
の
社
員
・
職
員
が
占
め
て
い
る
。

仕
事
全
体
に
つ
い
て
み
る
と
、
非
正
社
員
全

体
で
は
満
足
と
す
る
者
が
四
割
強
と
な
っ
て

お
り
、
正
社
員
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。
雇

用
・
就
業
の
安
定
性
及
び
収
入
の
安
定
性
に

つ
い
て
満
足
と
す
る
者
は
四
割
弱
と
正
社
員

よ
り
低
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
仕
事
内
容

及
び
労
働
時
間
に
つ
い
て
満
足
と
す
る
割
合

は
五
割
程
度
と
正
社
員
よ
り
高
い
水
準
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
仕
事
上
の
不
安
や
悩
み
、

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
者
は
約
六
割
と
、

正
社
員
よ
り
低
く
な
っ
て
い
る
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
正
社
員
と
非
正
社
員
の
仕

事
に
つ
い
て
の
満
足
度
を
み
る
と
、
正
社
員

で
は
雇
用
・
就
業
の
安
定
性
に
つ
い
て
満
足

し
て
い
る
者
の
割
合
は
非
正
社
員
よ
り
高
く

な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
仕
事
内
容
や
労
働

時
間
に
満
足
し
て
い
る
者
の
割
合
は
非
正
社

員
の
方
が
高
く
、
ま
た
、
仕
事
上
の
悩
み
や

不
安
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
者
の
割
合

は
正
社
員
の
方
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
仕
事

全
体
へ
の
満
足
度
は
、
非
正
社
員
の
方
が
高

く
な
っ
て
い
る
。 

　
な
お
、
仕
事
に
役
立
つ
能
力
や
知
識
に
つ

い
て
は
、
正
社
員
の
約
九
割
、
非
正
社
員
の

八
割
弱
が
高
め
た
い
と
し
て
い
る
が
、
そ
の

た
め
の
ふ
だ
ん
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

者
の
割
合
は
、
正
社
員
で
約
五
割
、
非
正
社

員
で
四
割
弱
と
、
意
欲
と
取
り
組
み
の
間
に

ギ
ャ
ッ
プ
が
見
ら
れ
る
。 

　
以
下
、
本
調
査
結
果
の
み
な
ら
ず
、
他
の

調
査
研
究
等
に
よ
っ
て
得
ら
れ
て
い
る
知
見

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
人
々
の
働
き
方
に
関
す

る
意
識
及
び
課
題
等
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要

を
よ
り
詳
細
に
み
て
い
く
。 

  

二
　

ふ
だ
ん
仕
事
を
し
て
い
る 

　
　
　
人
の
仕
事
に
対
す
る
意
識 

　
こ
こ
で
は
、
特
に
正
社
員
と
非
正
社
員
の 
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満
足
と
不
満
に
焦
点
を
当
て
て
み
て
い
く
こ

と
と
す
る
。 

 

（
１
）
正
社
員 

　
正
社
員
は
、
雇
用
・
就
業
の
安
定
性
や
収

入
の
安
定
性
に
つ
い
て
は
、
非
正
社
員
よ
り

満
足
度
が
高
い
が
、
仕
事
内
容
、
労
働
時
間

を
始
め
と
し
て
仕
事
全
体
に
つ
い
て
の
満
足

度
は
非
正
社
員
よ
り
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ

と
と
す
る
。 

  

（
仕
事
内
容
に
対
す
る
満
足
度
が
低
い
要
因
） 

　
正
社
員
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
の
満
足
度

が
非
正
社
員
よ
り
低
く
な
っ
て
い
る
背
景
と

し
て
は
、
収
入
の
水
準
並
び
に
収
入
及
び
雇

用
・
就
業
の
安
定
性
や
収
入
以
外
の
項
目
で
、

現
在
の
就
業
形
態
を
選
択
し
た
理
由
（
複
数

回
答
）
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
「
専
門
的
な
資

格
・
技
能
を
活
か
せ
る
か
ら
」（
四
割
弱
）、

「
や
り
た
い
仕
事
が
で
き
る
か
ら
」（
約
二
割
）

が
実
現
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
か
。 

　
当
機
構
に
お
い
て
実
施
し
た
「
人
口
減
少

社
会
に
お
け
る
人
事
戦
略
と
職
業
意
識
に
関

す
る
調
査（
労
働
者
調
査
）」（
３
）で
、
仕
事
を

す
る
上
で
重
視
す
る
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ

た
も
の
（
複
数
回
答
、
こ
こ
で
は
雇
用
・
就

業
の
安
定
性
、
収
入
に
関
す
る
項
目
を
除
外
）

を
み
る
と
、
回
答
割
合
が
高
い
順
に
「
業
務

の
達
成
感
」（
五
割
弱
）、「
仕
事
を
通
じ
て
自

分
の
能
力
を
高
め
る
こ
と
」（
四
割
弱
）、「
職

場
環
境
が
良
い
こ
と
」（
三
割
強
）
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。 

　
こ
の
結
果
も
勘
案
し
て
み
れ
ば
、
正
社
員

の
仕
事
の
内
容
に
対
す
る
満
足
度
が
低
い
要

因
と
し
て
は
、
業
務
の
達
成
感
や
仕
事
を
通

じ
て
自
分
の
能
力
を
活
用
し
た
り
高
め
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
感
じ
て
い
る
こ
と

な
ど
が
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

  

（
労
働
時
間
に
対
す
る
満
足
度
が
低
い
要
因
） 

　
正
社
員
の
労
働
時
間
及
び
休
日
・
休
暇
に

対
す
る
満
足
度
が
低
く
な
っ
て
い
る
要
因
と

し
て
は
、
休
日
・
休
暇
の
取
り
に
く
さ
も
含

め
た
労
働
時
間
の
長
さ
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

特
に
、
正
社
員
で
、
労
働
時
間
を
短
く
し
た

い
と
感
じ
て
い
る
者
は
約
半
数
に
も
上
っ
て

お
り
、
そ
の
割
合
は
雇
用
形
態
別
に
見
て
最

も
高
く
な
っ
て
い
る（
図
表
３
、１０
）。 

　
本
調
査
に
お
い
て
、
正
社
員
の
週
労
働
時

間
を
把
握
し
た
と
こ
ろ
、
週
六
〇
時
間
以
上

の
長
時
間
労
働
を
行
っ
て
い
る
者
は
約
四
分

の
一
に
も
上
っ
て
い
る
。
こ
の
数
値
は
、
週

二
〇
時
間
の
時
間
外
労
働
、
月
に
換
算
す
れ

ば
約
八
〇
時
間
の
時
間
外
労
働
を
し
て
い
る

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
厚
生
労
働
省
の
「
過
重
労
働
に
よ
る
健

康
障
害
防
止
の
た
め
の
対
策
」
に
よ
れ
ば
、

時
間
外
・
休
日
労
働
が
月
四
五
時
間
を
超
え
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て
長
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
業
務
と
脳
・
心

臓
疾
患
の
発
症
と
の
関
連
性
が
あ
る
と
の
医

学
的
知
見
が
得
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

踏
ま
え
、
時
間
外
労
働
時
間
が
月
四
五
時
間

を
越
え
な
い
よ
う
指
導
対
象
と
な
る
水
準
で

あ
る
。 

　
こ
う
し
た
長
時
間
労
働
、
中
に
は
過
重
労

働
に
相
当
す
る
働
き
方
を
し
て
い
る
人
々
が

多
数
に
上
っ
て
い
る
こ
と
が
、
正
社
員
の
労

働
時
間
面
で
の
満
足
度
が
低
い
要
因
と
な
っ

て
い
る
。 

  

（
仕
事
上
の
不
安
や
悩
み
、
ス
ト
レ
ス
） 

　
仕
事
上
の
不
安
や
悩
み
、
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
る
要
因
に
つ
い
て
、
前
出
「
人
口
減
少
社

会
に
お
け
る
人
事
戦
略
と
職
業
意
識
に
関
す

る
調
査
」
に
よ
っ
て
み
る
と
、
回
答
割
合
が

高
い
も
の
（
複
数
回
答
）
か
ら
順
に
、「
会

社
の
将
来
性
に
不
安
を
感
じ
る
」（
約
三
割
）、

「
仕
事
量
が
多
い
」（
約
三
割
）、「
仕
事
の
責

任
が
重
い
」（
約
三
割
）、「
働
く
時
間
が
長
い
」

（
約
二
割
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

同
調
査
で
、
目
標
管
理
制
度
や
仕
事
の
成
果

を
賃
金
に
反
映
さ
せ
る
制
度
が
あ
る
場
合
に

は
、
な
い
場
合
と
比
べ
て
、
「
精
神
的
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
る
」
と
す
る
割
合
が
や
や
高
く

な
っ
て
い
る
。 

　
さ
ら
に
、
仕
事
上
の
不
安
や
悩
み
、
ス
ト

レ
ス
と
労
働
時
間
の
関
係
を
本
調
査
結
果
か

ら
み
る
と
、
労
働
時
間
が
長
い
ほ
ど
仕
事
上

の
不
安
や
悩
み
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
割
合

は
高
く
な
り
、
週
労
働
時
間
が
二
〇
時
間
未

満
の
層
で
は
約
五
割
（
「
と
て
も
感
じ
る
」

と
す
る
者
は
一
割
強
）、
同
五
〇
時
間
以
上

の
層
で
は
、
約
八
割
（
「
と
て
も
感
じ
る
」

と
す
る
者
は
、
同
五
〇
〜
六
〇
時
間
未
満
の

層
で
は
三
割
強
、
同
六
〇
時
間
以
上
の
層
で

は
約
四
割
）
と
な
っ
て
い
る
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
仕
事
上
の
不
安
や
悩
み
、

ス
ト
レ
ス
に
は
、
会
社
や
自
分
の
雇
用
の
将

来
性
に
対
す
る
不
安
、
質
的
・
量
的
な
面
で

自
分
の
能
力
を
超
え
る
仕
事
を
行
う
こ
と
や
、

そ
の
結
果
と
し
て
の
労
働
時
間
の
長
さ
が
主

な
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、

近
年
、
企
業
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る
目

標
管
理
制
度
や
成
果
主
義
賃
金
制
度
の
導
入

も
ス
ト
レ
ス
を
高
め
る
方
向
に
作
用
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

（
二
）
非
正
社
員 

　
非
正
社
員
は
、
正
社
員
と
比
較
し
て
、
収

入
の
水
準
及
び
収
入
の
安
定
性
並
び
に
雇
用
・

就
業
の
安
定
性
に
つ
い
て
満
足
と
す
る
者
の

割
合
は
低
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
仕
事
内

容
及
び
労
働
時
間
に
つ
い
て
満
足
と
す
る
者

の
割
合
は
高
く
な
っ
て
お
り
、
仕
事
全
体
に

つ
い
て
満
足
と
す
る
者
の
割
合
も
高
く
な
っ

て
い
る
。
そ
の
要
因
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

  

（
仕
事
内
容
に
対
す
る
満
足
度
が
高
く
な
っ

て
い
る
要
因
） 

　
非
正
社
員
に
つ
い
て
、
現
在
の
就
業
形
態

を
選
択
し
た
理
由
（
複
数
回
答
）
に
つ
い
て

み
る
と
、
回
答
割
合
が
高
い
順
に
「
家
計
の

補
助
、
学
費
を
得
た
い
か
ら
」（
三
割
）、「
自

分
の
都
合
の
よ
い
時
間
に
働
け
る
か
ら
」（
三

割
弱
）、「
通
勤
時
間
が
短
い
か
ら
」（
二
割
強
）

と
な
っ
て
い
る
。 

　
非
正
社
員
の
働
き
方
を
正
社
員
と
比
較
す

る
と
、
労
働
契
約
上
、
仕
事
の
内
容
及
び
労

働
時
間
な
ど
が
明
確
と
な
っ
て
い
る
傾
向
に

あ
る
。
当
機
構
に
お
い
て
実
施
し
た
「
多
様

化
す
る
就
業
形
態
の
下
で
の
人
事
戦
略
と
労

働
者
の
意
識
に
関
す
る
調
査
」（
４
）に
よ
れ
ば
、

事
業
所
が
非
正
社
員
に
期
待
す
る
職
務
分
野

（
複
数
回
答
）
と
し
て
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
及
び
派
遣
社
員
に
つ
い
て
は
「
日
常
的
な

定
型
業
務
」
や
「
単
純
な
繰
り
返
し
的
業
務
」

が
、
契
約
社
員
及
び
嘱
託
職
員
に
つ
い
て
は

「
熟
練
的
業
務
」
、
「
日
常
的
な
定
型
業
務
」

を
挙
げ
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
非
正
社
員
の
場
合
に
は
、

そ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
す
業
務
や
定
型
的

業
務
を
行
う
場
合
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、

つ
ま
り
、
労
働
契
約
の
段
階
で
、
職
務
内
容

に
つ
い
て
正
社
員
と
比
較
し
て
明
確
に
な
っ

て
お
り
、
仕
事
内
容
に
つ
い
て
の
納
得
度
が

高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
非
正
社
員
の
仕
事

内
容
に
対
す
る
満
足
度
が
相
対
的
に
高
く
な

っ
て
い
る
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

（
労
働
時
間
に
対
す
る
満
足
度
が
高

く
な
っ
て
い
る
要
因
） 

　
本
調
査
に
よ
れ
ば
、
非
正
社
員
の

労
働
時
間
及
び
休
日
・
休
暇
に
つ
い

て
の
満
足
度
は
正
社
員
と
比
較
し
て

高
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。 

　
こ
の
背
景
と
し
て
は
、
非
正
社
員

全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
労
働
時
間
管

理
に
つ
い
て
、
正
社
員
と
比
較
す
れ

ば
、
労
働
契
約
に
基
づ
い
て
明
確
に

管
理
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
、
相
対
的

に
非
正
社
員
の
納
得
性
も
高
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
実
態
と
し

て
正
社
員
よ
り
も
労
働
時
間
が
短
く

な
っ
て
い
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
よ
う
。 

  　
以
上
、
本
節
で
み
て
き
た
よ
う
に
、

企
業
運
営
の
中
核
に
な
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
正
社
員
で
は
、

雇
用
・
就
業
や
収
入
な
ど
の
安
定
性

に
つ
い
て
の
満
足
度
は
高
い
が
、
仕
事
内
容
、

労
働
時
間
面
、
仕
事
上
の
不
安
や
悩
み
・
ス

ト
レ
ス
な
ど
の
面
で
の
満
足
度
の
低
さ
等
を

背
景
と
し
て
仕
事
全
体
の
満
足
度
が
非
正
社

員
と
比
較
し
て
相
対
的
に
低
い
と
い
う
、
見

方
に
よ
っ
て
は
深
刻
な
結
果
と
な
っ
た
。 

  

三
　

ふ
だ
ん
仕
事
を
し
て
い
な
い 

　
　
　
人
の
仕
事
に
対
す
る
意
識 

（
今
後
仕
事
に
つ
く
こ
と
の
希
望
状
況
） 

　
ふ
だ
ん
仕
事
を
し
て
い
な
い
人
の
約
四
割

が
今
後
仕
事
に
つ
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。

年
齢
層
が
上
が
る
ほ
ど
そ
の
割
合
は
低
下
す

る
も
の
の
、
四
〇
歳
代
以
下
で
は
半
数
以
上
、

特
に
二
〇
歳
代
で
は
約
七
割
が
今
後
仕
事
に

つ
く
こ
と
を
希
望
し
て
お
り
、
約
二
割
は
す

ぐ
に
仕
事
に
つ
き
た
い
と
し
て
い
る
。
男
女 



特集―多様化する働き方 

24

Business Labor Trend  2006.9

別
に
み
る
と
、
男
性
は
五
割
強
が
仕
事
に
つ

き
た
い
と
し
て
い
る（
図
表
１１
）。 

  

（
仕
事
に
つ
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
者
が

希
望
す
る
就
業
形
態
） 

　
仕
事
に
つ
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
者
が

希
望
す
る
就
業
形
態
を
み
る
と
、
パ
ー
ト
が

約
半
数
、
次
い
で
、
正
規
の
職
員
・
従
業
員

が
三
割
弱
と
な
っ
て
い
る
。
年
齢
層
別
に
み

る
と
、
二
〇
歳
代
で
は
、
正
規
の
職
員
・
従

業
員
が
六
割
強
を
占
め
、
パ
ー
ト
及
び
ア
ル

バ
イ
ト
が
過
半
数
を
占
め
る
他
の
年
齢
層
と

は
異
な
っ
て
い
る
。
男
女
別
に
み
る
と
、
男

性
で
は
、
正
規
の
職
員
・
従
業
員
が
約
六
割
、

女
性
で
は
パ
ー
ト
及
び
ア
ル
バ
イ
ト
が
約
七

割
と
な
っ
て
い
る（
図
表
１２
）。 

  

四
　
仕
事

に
役
立
つ
能
力
や
知
識
を 

　
　
　
身
に
つ
け
る
こ
と
に
つ
い
て 

（
１
）
ふ
だ
ん
仕
事
を
し
て
い
る
人 

（
仕
事
に
役
立
つ
能
力
・
知
識
を
高
め
る
こ

と
に
つ
い
て
の
希
望
） 

　
正
社
員
の
約
九
割
、
非
正
社
員
の
約
八
割
、

全
体
で
は
八
割
強
が
仕
事
に
役
立
つ
能
力
・

知
識
を
高
め
た
い
と
し
て
い
る
。
な
お
、
非

正
社
員
の
う
ち
、
仕
事
に
役
立
つ
能
力
・
知

識
を
高
め
た
い
と
し
て
い
る
者
は
、
派
遣
社

員
で
は
約
九
割
、
契
約
社
員
・
嘱
託
で
は
約

八
割
と
な
っ
て
い
る（
図
表
１３
）。 

  

（
仕
事
に
役
立
つ
能
力
・
知
識
を
身
に
つ
け

る
た
め
の
取
組
） 

　
仕
事
に
役
立
つ
能
力
・
知
識
を
身
に
つ
け

る
た
め
の
取
組
を
ふ
だ
ん
か
ら
行
っ
て
い
る

と
す
る
者
は
五
割
弱
、
正
社
員
で
は
約
五
割
、

非
正
社
員
で
は
四
割
弱
と
な
っ
て
い
る
。
ち

な
み
に
、
役
員
・
雇
用
主
で
は
約
六
割
と
就

業
形
態
別
に
み
る
と
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。 

　
な
お
、
前
出
「
多
様
化
す
る
就
業

形
態
の
下
で
の
人
事
戦
略
と
労
働
者

の
意
識
に
関
す
る
調
査
」
に
よ
れ
ば
、

企
業
が
従
業
員
に
対
し
て
実
施
す
る

教
育
訓
練
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
及
び
Ｏ
Ｆ
Ｆ
‐

Ｊ
Ｔ
）
の
実
施
状
況
に
は
、
正
社
員

と
非
正
社
員
の
間
に
格
差
が
存
在
し

て
い
る（
図
表
１４
）。 

  

（
仕
事
に
役
立
つ
能
力
や
知
識
を
身

に
つ
け
る
う
え
で
困
っ
て
い
る
こ
と
） 

　
仕
事
に
役
立
つ
能
力
や
知
識
を
身

に
つ
け
る
う
え
で
困
っ
て
い
る
こ
と

（
複
数
回
答
）
を
み
る
と
、
「
特
に

困
っ
た
こ
と
は
な
い
」
を
挙
げ
る
者

が
約
四
割
と
最
も
高
い
割
合
と
な
っ

て
い
る
が
、
次
い
で
「
仕
事
が
い
そ

が
し
く
て
時
間
が
な
い
」（
約
三
割
）、

「
研
修
・
講
座
な
ど
受
け
る
費
用
が

出
せ
な
い
」（
一
割
強
）
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。 

　
正
社
員
で
は
、
同
様
に
「
仕
事
が

い
そ
が
し
く
て
時
間
が
な
い
」（
約
四
割
）、

「
研
修
・
講
座
な
ど
を
受
け
る
機
会
が
身
近

に
な
い
」（
一
割
強
）、「
研
修
・
講
座
な
ど
を

受
け
る
費
用
が
出
せ
な
い
」（
一
割
強
）
な
ど

と
な
っ
て
い
る
。
非
正
社
員
で
は
、
同
様
に

「
仕
事
が
い
そ
が
し
く
て
時
間
が
な
い
」（
二

割
弱
）、「
家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど
仕
事
以

外
の
こ
と
が
い
そ
が
し
く
て
時
間
が
な
い
」

（
一
割
強
）、「
研
修
・
講
座
な
ど
を
受
け
る

費
用
が
出
せ
な
い
」（
一
割
強
）
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。 

  

（
二
）
ふ
だ
ん
仕
事
を
し
て
い
な
い
人 

（
仕
事
に
役
立
つ
能
力
・
知
識
を
高
め
る
こ

と
に
つ
い
て
の
希
望
） 

　
ふ
だ
ん
仕
事
を
し
て
い
な
い
人
全
体
の
約

七
割
が
、
今
後
仕
事
に
つ
く
こ
と
を
希
望
し

て
い
る
人
に
限
れ
ば
約
九
割
が
、
仕
事
に
役

立
つ
能
力
・
知
識
を
高
め
た
い
と
し
て
い
る
。

年
齢
層
別
に
み
る
と
、
二
〇
歳
代
及
び
三
〇

歳
代
で
は
ふ
だ
ん
仕
事
を
し
て
い
な
い
人
の

約
九
割
が
仕
事
に
役
立
つ
能
力
・
知
識
を
高

め
た
い
と
し
て
い
る（
図
表
１５
）。 

  

（
仕
事
に
役
立
つ
能
力
・
知
識
を
身
に
つ
け

る
た
め
の
取
組
） 

　
仕
事
に
役
立
つ
能
力
・
知
識
を
身
に
つ
け

る
た
め
の
ふ
だ
ん
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
「
取

組
ん
で
い
る
」
と
す
る
割
合
は
二
割
で
あ
っ

た
。 

  

（
仕
事
に
役
立
つ
能
力
や
知
識
を
身
に
つ
け

る
う
え
で
困
っ
て
い
る
こ
と
） 
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仕
事
に
役
立
つ
能
力
や
知
識
を
身
に
つ
け

る
う
え
で
困
っ
て
い
る
こ
と
（
複
数
回
答
）

に
つ
い
て
は
、
「
特
に
困
っ
た
こ
と
は
な
い
」

が
四
割
弱
と
最
も
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
以
外
で
は
「
家
事
・
育
児
・
介
護

な
ど
仕
事
以
外
の
こ
と
が
い
そ
が
し
く
て
時

間
が
な
い
」（
三
割
弱
）、「
研
修
・
講
座
な
ど

を
受
け
る
費
用
が
出
せ
な
い
」（
約
二
割
）、

「
そ
も
そ
も
何
を
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら

な
い
」（
一
割
強
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
年

齢
層
別
に
み
る
と
、
三
〇
歳
代
で
「
家
事
・

育
児
・
介
護
な
ど
仕
事
以
外
の
こ
と
が
い
そ

が
し
く
て
時
間
が
な
い
」（
約
五
割
）
の
割
合

が
際
立
っ
て
高
く
な
っ
て
い
る
。 

　
同
様
に
、
男
女
別
に
み
る
と
、
男
性
で
は
、

「
研
修
・
講
座
な
ど
を
受
け
る
費
用
が
出
せ

な
い
」
及
び
「
そ
も
そ
も
何
を
し
た
ら
よ
い

の
か
わ
か
ら
な
い
」（
二
割
弱
）、
女
性
で
は
、

「
家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど
仕
事
以
外
の
こ

と
が
い
そ
が
し
く
て
時
間
が
な
い
」（
約
三
割
）、

「
研
修
・
講
座
な
ど
を
受
け
る
費
用
が
出
せ

な
い
」（
二
割
弱
）、「
そ
も
そ
も
何
を
し
た
ら

よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」（
一
割
強
）
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
た
。 

  　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
仕
事
に
役
立
つ

能
力
や
知
識
を
高
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

ふ
だ
ん
仕
事
を
し
て
い
る
か
ふ
だ
ん
仕
事
を

し
て
い
な
い
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
希
望
す
る

者
の
割
合
は
高
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
実

際
に
取
り
組
ん
で
い
る
割
合
は
低
く
な
っ
て

い
る
。 

　
そ
の
背
景
に
は
、
ふ
だ
ん
仕
事
を
し
て
い

る
者
・
ふ
だ
ん
仕
事
を
し
て
い
な
い
者
と
も

に
仕
事
や
家
事
等
に
よ
る
時
間
面
及
び
費
用

面
で
の
制
約
や
、
仕
事
に
役
立
つ
能
力
や
知

識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
希
望
は
し
て
い
る

も
の
の
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
特
に
意

識
し
て
い
な
い
者
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
ふ
だ
ん

仕
事
を
し
て
い
な
い
者
で
は
、
そ
も
そ
も

何
を
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
す

る
割
合
が
相
対
的
に
高
く
な
っ
て
い
る
の

が
目
立
っ
て
い
る
。 

  

五
　

ま
と
め
―
本
調
査
結
果
等 

　
　
　
か
ら
示
唆
さ
れ
る
も
の 

（
正
社
員
へ
の
対
応
） 

　
ま
ず
、
正
社
員
の
仕
事
全
体
に
対
す
る

満
足
度
が
、
非
正
社
員
の
そ
れ
よ
り
低
く

な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
憂
慮
す
べ
き
事
態

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
特
に
、
正
社
員

と
非
正
社
員
を
比
較
す
る
と
、
正
社
員
は
、

仕
事
の
内
容
、
労
働
時
間
、
仕
事
に
対
す

る
不
安
・
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
の
満
足
度
が

低
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
長
時
間
労
働

を
し
て
い
る
者
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

る
こ
と
も
勘
案
す
れ
ば
、
正
社
員
に
お
い
て

は
、
現
在
、
過
重
な
業
務
を
行
っ
て
い
る
者

も
多
く
、
こ
れ
が
仕
事
を
通
じ
て
の
満
足
感
・

充
実
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と

と
も
に
、
疲
労
や
不
安
・
ス
ト
レ
ス
を
高
め

る
方
向
に
作
用
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
状

況
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

　
企
業
活
動
の
中
核
と
な
る
正
社
員
の
仕
事

全
体
の
満
足
感
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
、

ひ
い
て
は
労
働
意
欲
及
び
生
産
性
を
向
上
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
業
務
量
を
適
正
な
も

の
と
し
、
長
時
間
労
働
を
抑
制
す
る
と
と
も

に
、
仕
事
を
通
じ
て
自
己
実
現
や
充
実
感
が

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は

自
己
啓
発
そ
の
他
生
活
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
時
間
的
余
裕
が
も
て
る
よ

う
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。 

  

（
非
正
社
員
へ
の
対
応
） 

　
非
正
社
員
に
つ
い
て
は
、

仕
事
全
体
へ
の
満
足
度
は
正

社
員
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る

が
、
収
入
の
水
準
、
収
入
及

び
雇
用
の
安
定
性
に
つ
い
て

の
満
足
度
は
正
社
員
よ
り
低

く
な
っ
て
い
る
。
現
在
は
、

非
正
社
員
と
し
て
働
い
て
い

る
者
は
、
家
計
を
補
助
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
者
や
、

収
入
よ
り
も
時
間
的
な
自
由

を
優
先
さ
せ
る
者
が
多
く
を

占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
今

後
、
就
業
形
態
の
多
様
化
が

よ
り
一
層
進
行
し
、
非
正
社

員
割
合
が
よ
り
高
ま
る
と
と

も
に
、
こ
の
働
き
方
に
よ
っ

て
生
計
を
維
持
す
る
者
が
増

大
す
る
場
合
に
は
、
収
入
の

水
準
の
低
さ
や
収
入
面
及
び
雇
用
面
で
の
不

安
定
性
が
大
き
な
問
題
と
な
る
可
能
性
も
あ

ろ
う
。
ま
た
、
企
業
が
実
施
す
る
教
育
訓
練

の
実
施
状
況
を
み
る
と
、
正
社
員
と
比
較
し

て
大
き
な
格
差
が
存
在
し
、
非
正
社
員
は
仕

事
を
通
じ
て
能
力
や
知
識
を
得
る
機
会
が
限

定
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。 

　
し
た
が
っ
て
、
非
正
社
員
と
い
う
働
き
方

を
生
計
を
維
持
す
る
た
め
の
主
た
る
手
段
と

す
る
者
の
存
在
・
増
加
に
留
意
し
な
が
ら
、

今
後
、
処
遇
面
の
改
善
や
教
育
訓
練
面
で
の

非
正
社
員
に
対
す
る
支
援
の
充
実
等
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。 

  

（
ふ
だ
ん
仕
事
を
し
て
い
な
い
人
々
へ
の
対

応
） 

　
ふ
だ
ん
仕
事
を
し
て
い
な
い
人
々
に
つ
い 
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て
も
、
四
〇
歳
代
以
下
で
は
就
業
希
望
割
合

は
半
数
を
超
え
て
お
り
、
特
に
若
年
層
・
男

性
で
そ
の
割
合
は
高
く
な
っ
て
い
る
。 

　
今
後
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
我
が
国

の
人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
で
は
、
働
く
人
々

を
増
加
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
ふ
だ
ん
仕
事
を
し
て
い
な
い

人
々
に
つ
い
て
も
、
少
な
く
と
も
就
業
意
欲

が
あ
る
人
々
に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
欲
が
有

効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。 

　
ふ
だ
ん
仕
事
を
し
て
い
な
い
人
々
が
働
け

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
就
業
に
必
要
な

能
力
や
知
識
、
例
え
ば
、
事
務
関
係
の
仕
事

で
あ
れ
ば
Ｏ
Ａ
機
器
操
作
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
仕
事
で
の
最
低
限
の
技
能
や
資
格
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
現

状
を
み
れ
ば
、
仕
事
に
役
立
つ
知
識
や
能
力

を
身
に
つ
け
る
た
め
の
取
り
組
み
を
し
て
い

る
者
の
割
合
は
低
い
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、

費
用
面
で
の
制
約
や
、
何
を
学
ん
だ
ら
よ
い

の
か
わ
か
ら
な
い
等
が
あ
り
、
女
性
で
は
、

こ
れ
ら
に
家
事
等
家
族
的
責
任
に
よ
る
時
間

的
制
約
が
加
わ
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。 

　
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
人
々
に
対
し
て

は
、
就
業
能
力
を
高
め
る
た
め
に
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
学
ん
だ
ら
よ
い
か
を
相
談
す
る

機
会
の
提
供
や
教
育
訓
練
へ
の
支
援
の
強
化

が
求
め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
特
に
、
就
業
の

た
め
の
教
育
訓
練
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
し
、

か
つ
、
家
族
的
責
任
を
負
っ
て
い
る
者
に
対

し
て
は
、
時
間
面
や
費
用
面
で
の
制
約
を
緩

和
す
る
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
よ
う
。 

 

〔
注
〕 

　
本
文
中
の
図
表
で
、
資
料
出
所
の
記
載
が
な
い
も

の
は
、
「
日
本
人
の
働
き
方
調
査
」
に
よ
り
作
成
し

た
図
表
で
あ
る
。 

１
．
本
調
査
の
調
査
票
は
、
情
報
解
析
部
情
報
管
理

課
及
び
当
機
構
雇
用
戦
略
部
門
の
「
働
き
方
と
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
研
究
会
」
（
座
長
：

佐
藤
博
樹
東
京
大
学
社
会
学
研
究
所
教
授
）
と
連

携
し
て
作
成
し
た
。
本
調
査
は
、
二
〇
〇
五
年
八

月
か
ら
九
月
に
か
け
て
全
国
の
満
二
〇
歳
以
上
六

五
歳
以
下
の
男
女
八
〇
〇
〇
人
を
対
象
に
調
査
を

行
い
、
四
九
三
九
人
か
ら
有
効
回
答
を
得
た
（
有

効
回
答
率
六
一
・
七
％
）。
調
査
結
果
は
、
Ｊ
Ｉ

Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
シ
リ
ー
ズN

o.15

「
就
業
形
態
の
多

様
化
の
中
で
の
日
本
人
の
働
き
方
―
日
本
人
の
働

き
方
調
査（
第
１
回
）―
」
に
ま
と
め
て
い
る
。 

２
．
正
社
員
、
非
正
社
員
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、

派
遣
会
社
の
派
遣
社
員
、
契
約
社
員
・
嘱
託
、
そ

の
他
）、
役
員
・
雇
用
主
、
自
営
業
主
・
家
族
従

業
者
等
の
区
分
に
よ
り
調
査
し
た
。 

３
．
二
〇
〇
四
年
一
二
月
か
ら
一
月
に
か
け
て
実
施

し
た
企
業
及
び
従
業
員
を
対
象
と
し
た
調
査
。 

４
．
二
〇
〇
五
年
一
二
月
に
実
施
し
た
企
業
及
び
従

業
員
を
対
象
と
し
た
調
査
。 

  

【
参
照
資
料
】 

　
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
情
報
解
析
部
情
報
管

理
課
（
二
〇
〇
六
）
「
就
業
形
態
の
多
様
化
の
中
で

の
日
本
人
の
働
き
方
―
日
本
人
の
働
き
方
調
査
（
第

一
回
）
」
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
シ
リ
ー
ズN

o.15 

　
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
情
報
解
析
部
情
報
管

理
課
（
二
〇
〇
五
）
「
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
人

事
戦
略
と
職
業
意
識
に
関
す
る
調
査
」
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ

調
査
シ
リ
ー
ズN

o.12 

　
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
情
報
解
析
部
情
報
管

理
課
（
二
〇
〇
六
）
「
多
様
化
す
る
就
業
形
態
の
下

で
の
人
事
戦
略
と
労
働
者
の
意
識
に
関
す
る
調
査
」 


